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Ⅰ 点検及び評価の概要  

１．点検及び評価の趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）の一部改正に伴い、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及

び執行状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に

提出するとともに、公表することが義務付けられました。 

教育委員会は、責任の明確化と効果的な教育行政の推進並びに地域住民への説明責

任を果たすため、令和２年度の事務の管理及び執行状況について教育委員会自らが点

検及び評価を行い、教育に関する学識経験者の意見を付して提出するものです。 

 

 

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により

事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出すると

ともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

２．点検及び評価の対象及び対象期間 

 （１）対象 

   令和２年度教育行政方針に掲げる主要施策 

 （２）対象期間 

   令和２年４月～令和３年３月 

 

３．点検及び評価の方法 

（１）令和２年度教育行政方針の各施策について、教育委員会が点検及び評価を行い

ます。 

（２）点検及び評価を行うにあたり、客観性及び透明性を高めるため、教育に関し学

識経験を有する者の知見を活用し、報告書を作成します。 

（３）報告書は、七飯町議会に提出するとともに、ホームページ等に公開します。 
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Ⅱ 教育委員会の運営状況  

１．教育委員 

教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第３条の規定により、教

育長と４人の委員から構成されています。 

 

職 名 氏 名 任 期 

教育長 與 田 敏 樹 平成 30年 10月 8日～令和 3年 10月 7日 

教育委員（職務代理者） 山 川 俊 郎 令和 2年 10月 1日～令和 6年 9月 30日 

教育委員 加屋本  旬 平成 30年 10月 1日～令和 4年 9月 30日 

教育委員 菅 沼 由 美 令和 元年 10月 1日～令和 5年 9月 30日 

教育委員 信 夫 恵美子 令和 3年 10月 1日～令和 7年 9月 30日 

 

２．教育委員会議の開催状況 

教育委員会議は、定例会が毎月 1回、臨時会が随時開催しています。 

令和２年度の開催数は、定例会１２回、臨時会１回となっています。 

開催状況は、次のとおりです。 

 

開催区分 案 件 結果 

4月 1日(水) 

令和 2年 

第 4回 

【定例会】 

議案 

 第 33号 七飯町学校教育指導主事の設置に関する規則の一部改正

について 

第 34号 七飯町適応指導教室設置要綱の一部改正について 

第 35号 生涯学習推進アドバイザー設置に関する規則の一部改正

について 

第 36号 令和 2年度七飯町育英資金の貸付について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（3月 5日～4月 1日） 

 第 2号 教育委員会事務局職員等の人事異動について 

 

承認 

 

承認 

承認 

 

承認 

 

報告済 

報告済 

5月 14日(火) 

令和 2年 

第 5回 

【定例会】 

議案 

 第 37号 七飯町教育委員会公印規程の一部改正について 

第 38号 七飯町特別支援教育支援員設置要綱の一部改正について 

第 39号 七飯町学習支援設置要綱の一部改正について 

第 40号 心の教育相談員設置要綱の一部改正について 

第 41号 七飯町適応指導教室設置要綱の一部改正について 

 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 
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開催区分 案 件 結果 

 報告 

第 1号 教育行政動向報告（4月 1日～5月 12日） 

 第 2号 教育委員会事務局職員の人事異動について 

第 3 号 新型コロナウィルス感染症対策のための一斉臨時休校に

おける町立学校職員の在宅勤務実施要領ついて 

 第 4号 七飯町適応指導教室運営要項の一部改正について 

 

報告済 

報告済 

報告済 

 

報告済 

6月 2日(火) 

令和 2年 

第 6回 

【定例会】 

議案 

 第 42号 令和 2年度教育費補正予算（案）について 

第 43号 七飯町立学校職員服務規程の一部改正について 

第 44号 七飯町立学校ＩＣＴ教育推進委員会設置要綱の制定につ

いて 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（5月 12日～6月 2日） 

 

承認 

承認 

承認 

 

 

報告済 

7月 14日(火) 

令和 2年 

第 7回 

【定例会】 

議案 

 第 45号 令和 2年度教育費補正予算の専決処理ついて 

 第 46号 ＧＩＧＡスクール用パソコン購入における議会への議案

提出に係る専決処理について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（6月 2日～7月 14日） 

 

承認 

承認 

 

 

報告済 

8月 4日(火) 

令和 2年 

第 8回 

【定例会】 

議案 

 第 47号 令和 3年度使用小学校用教科用図書の採択ついて 

第 48号 令和 3年度使用中学校用教科用図書の採択ついて 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（7月 14日～8月 4日） 

その他 

・いじめ防止標語入選作品について 

 

 

承認 

承認 

 

報告済 

 

 

9月 8日(火) 

令和 2年   

第 9回 

【定例会】 

議案 

 第 49号 令和 2年度教育費補正予算に係る専決処理について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（8月 4日～9月 8日） 

第 2 号 令和 2 年度「第 1 回いじめの把握のためのアンケート調

査（7月分）」について 

 

承認 

 

報告済 

報告済 
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開催区分 案 件 結果 

10月 13日(火) 

令和 2年   

第 10回 

【定例会】 

議案 

第 50号 七飯町学校給食センター運営委員会の移植に係る専決処

理について 

第 51号 七飯町教員住宅管理規則の一部改正について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（9月 8日～10月 13日） 

第 2号 七飯町教育委員会委員の任命について 

その他 

 ・令和 3年度の文教施策に対する要望等への回答について 

 ・令和 2年度教育委員学校訪問日程について 

 ・令和 2年度教育委員会連絡協議会教育委員研修会について 

 

承認 

 

承認 

 

報告済 

報告済 

11月 10日(火) 

令和 2年   

第 11回 

【定例会】 

議案 

 な し 

報告 

 第 1号 教育行政動向報告（10月 13日～11月 10日） 

その他 

 ・令和元年度七飯町学校給食費会計決算について 

 

 

 

報告済 

 

 

12月 8日(火) 

令和 2年   

第 12回 

【定例会】 

議案 

 第 52号 令和 2年度教育費補正予算について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（11月 10日～12月 8日） 

 第 2号 2021年成人式の中止について 

 

承認 

 

報告済 

報告済 

1月 12日(火) 

令和 3年   

第 1回 

【定例会】 

議案 

 第 1号 令和 2年度教育費補正予算に係る専決処理ついて 

 第 2号 七飯町教育振興基本計画改定の延期について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（12月 8日～1月 12日） 

第 2 号 令和 2 年度教育に関する事務の管理及び執行状況点検及

び評価に関する報告書について 

 

承認 

承認 

 

報告済 

報告済 

2月 8日(月) 

令和 3年   

第 2回 

【定例会】 

議案 

 第 3号 令和 2年度教育費補正予算に係る専決処理ついて 

 第 4 号 七飯町立小中学校対外競技等参加経費補助要綱の一部改

正について 

 

承認 

承認 
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区分 案 件 結果 

  第 5号 七飯町スポーツ振興補助金交付要綱の一部改正について 

 第 6号 七飯町適応指導教室設置要綱の一部改正について 

 第 7 号 生涯学習推進アドバイザー設置に関する規則の一部改正

について 

 第 8号 七飯町老人大学開設要綱の一部改正について 

 第 9号 令和 3年 1月 12日議決「議案第 2号七飯町教育振興基本

計画の改定の延期について」の取り消しについて 

 第 10号 第 3次七飯町教育振興基本計画の策定について 

 第 11号 令和 3年度七飯町教育行政の策定について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（1月 12日～2月 8日） 

第 2 号 校長採用候補者、教頭承認候補者及び主幹教諭昇任候補

者の登録結果について 

その他 

 ・今後の教育委員会会議等について 

承認 

承認 

承認 

 

承認 

承認 

 

承認 

承認 

 

報告済 

報告済 

3月 4日(木) 

令和 3年   

第 3回 

【定例会】 

議案 

 第 12号 令和 2年度七飯町教育費補正予算に係る専決処理ついて 

第 13号 令和 3年度七飯町教育費予算に係る専決処理ついて 

第 14号 令和 3年度公立小中学校職員の人事異動内示について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（2月 8日～3月 4日） 

 第 2号 教育委員会事務局職員の人事異動について 

 

承認 

承認 

承認 

 

報告済 

報告済 

3月 26日(金) 

令和 3年   

第 1回 

【臨時会】 

議案 

第 15号 令和 3年度七飯町教育費予算に係る専決処理ついて 

第 16号 七飯町地域学校協働本部設置要綱の制定について 

第 17号 七飯町学校教育指導主事の任用について 

第 18号 七飯町教育支援センター指導員の任用について 

第 19号 七飯町生涯学習推進アドバイザーの任用について 

第 20号 七飯町社会教育委員の委嘱について 

第 21号 七飯町文化財保護審議会委員の任命について 

第 22号 公民館館長の任命について 

第 23号 公民館・多目的会館管理人の委嘱について 

 

 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 
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３．教育委員会議以外の活動状況 

教育委員は、会議以外にも、学校訪問や諸行事に参加しています。 

令和 2 年度は、新型コロナウィルス感染症対策により、町立学校入学式、卒業式、

成人式などへの参加は自粛しており、例年に比べ活動状況は縮小しています。 

 

期 日 行 事 等 開催場所 

4月 1日(水) 令和 2年度七飯町立学校教職員着任式 七飯町文化センター 

4月 8日(月) 大沼岳陽学校開校セレモニー 大沼岳陽学校 

11月 3日（火） 令和 2年度七飯町功労者表彰式 七飯町文化センター 

11月 18日（月） 渡島教育委員会連絡協議会研修会 長万部町福祉センター 

11月 12日（木）

～11月 19日（木） 
町内各学校訪問 各学校 

2月 8日(月) 七飯町総合教育会議 七飯町文化センター 

3月 26日（金） 退職教職員辞令交付式 七飯町文化センター 
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Ⅲ 教育費の決算状況  

 

 

  

 

1.教育費（令和２年度） （単位：千円）

項 予算現額 構成比 支出済額
翌年度
繰越額

不用額 執行率

1.教育総務費 187,364 18.5% 176,551 10,813 94.2%

2.小学校費 316,408 31.2% 309,092 7,316 97.7%

3.中学校費 160,310 15.8% 158,526 1,784 98.9%

4.社会教育費 122,403 12.1% 117,649 4,754 96.1%

5.保健体育費 227,318 22.4% 223,284 4,034 98.2%

計 1,013,803 100.0% 985,102 0 28,701 97.2%

18.5%

31.2%

15.8%

12.1%

22.4%

令和２年度教育費予算構成割合

1.教育総務費

2.小学校費

3.中学校費

4.社会教育費

5.保健体育費

２.年度別教育費予算の推移（単位：千円）

年度 予算現額 前年比 平成２７年度

平成28年度 2,561,066 111.6%

平成29年度 2,532,667 98.9%

平成30年度 1,640,987 64.8%

令和元年度 1,634,696 99.6%

令和２年度 1,013,803 62.0%

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

教育費予算額の推移 （単位：千円）
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【８名】 　　　　（トルナーレ　会計年度任用職員３）

学校給食センター
課長（１）  事務係（１） 【内訳】 職員（１）　　　　※　「学校栄養教諭（２）」

【２名】

　　　　（本町地域センター図書室　職員２）

 文化財係（４） 【内訳】職員（３）、会計年度任用職員（１）　歴史館

スポーツ振興課
課長（１）

スポーツ振興係（７）
【内訳】 職員（３）、会計年度任用職員（４）
　　　　（スポーツセンター　職員３、会計年度任用職員１）

生涯教育課
課長（１）

文化振興係（４）
【内訳】職員（４）

【２０名】 　　　　（文化センター　職員２）

（大中山コモン　職員１、アドバイザー１、任用職員１）

（大沼婦人会館　アドバイザー１、任用職員１）

教育施設係（３）
【内訳】 職員（２）、会計年度任用職員（１）
　　　　　（職員のうち公務補１）（会計年度任用職員公務補１）

【内訳】職員（３）、生涯学習推進アドバイザー（３）

社会教育係(１１)
　　　　会計年度任用職員（４）、再任用（１）

（文化センター　職員２、アドバイザー１、任用職員２、再任用１）

学校教育課
課長（１）

学校教育係（７）
【内訳】 職員（３）、学校教育指導主事（２）
　　　　　適応教室指導員（２） 旧鶴野小

【１３名】

Ⅳ　教育委員会の機構図 （令和２年４月１日現在：４５名）

教育長（１）

教育次長（１）

 庶務係（２） 【内訳】 職員（１）、会計年度任用職員（１）
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担当課：学校教育課

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価

②教育委員会議の充実・公開・情報発信

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価

①総合教育会議との連携

２．具体的施策

Ｂ

Ｂ

 ① 主な取組状況

１．具体的施策

総合教育会議との連携、地域に根ざし
開かれた教育委員会

【基本施策】 開かれた教育行政の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

・会議の日程等の周知はしているが、傍聴者は少ない。
・審議結果等の周知方法は、町ホームぺージへの搭載等を進める必要が
ある。

・町部局と教育委員会が教育の課題や目的を共有し、より一層の教育の
充実を図るため、年１回総合教育会議を開催した。

・町部局と委員会との情報共有連携が図られた。

・年１回程度の開催のため迅速性に欠けるほか、短期的な課題への対応
は難しい。

・月１回教育委員会議を開催し、教育に関する審議等を行った。
　また、令和２年度はコロナ禍にあり学校訪問はできなかったが、年１
回教育委員が町内各小中学校を訪問し、委員会が推進する施策や教育現
場の現状の把握に務めている。
・会議録等の情報発信は、出来なかった。

・教育委員会議において、委員会としての方針や規則改正、予算の決定
等、教育の充実に関し重要な役割を果たした。
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担当課：学校教育課

１．具体的施策

家庭、幼児教育施設、小学校、地
域、関係機関との連携推進

 Ａ：十分達成できた

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

【基本施策】 幼児教育の充実 評
価
区
分

①連携状況の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価

11

Ａ

・幼児教育施設と小学校の教職員が子どもの成長を共有するなどの連
携を図るとともに、小学校ではスタートカリキュラムも活用しながら
幼児教育と小学校教育の接続の一層の強化を図った。

・スタートカリキュラムの意義や幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿など保育参観等で幼児児童の実態を把握することの大切さを教諭等
に実感させることができた。
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②働き方改革の推進（タイムカードの導入、留守番電話対応）

Ａ

12

２．具体的施策

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価

・令和２年度より学校職員の勤務時間管理を徹底するため、全学校にタ
イムレコーダーを導入し、タイムカードにより職員の勤務時間管理の徹
底を図った。
・留守番電話については、令和３年度より対応できるよう電話機の基盤
等整備を行った。

・タイムカードの導入により、学校職員の勤務時間管理が図られ、職員
自身の働き方改革意識の高揚が図られた。
・留守番電話については、七重小学校、峠下小学校、七飯中学校の電話
機インターフェイスを設置した。
（その他の学校は、現機種での留守番電話対応が可能）

担当課：学校教育課

１．具体的施策

 ① 主な取組状況

 ② 成果

①七飯教育研究所等との連携による教職員の資質向上

・地域に立脚した児童生徒の望ましい人格形成に関する今日的な共通課
題について、その解決のための研究推進を図る。また、児童生徒をとり
まく環境の整備や文化的・体育的な活動をも推進させ、町内各学校にお
ける教育の実践的交流の要としての機能を発揮した。

・研究の中核にサークル活動をおき、前年度までの成果を踏まえて充実
発展を図った。また、研修の機会を広げ、交流を活発化して研修意欲の
高揚を図るとともに、教育課程の改善についての研究に努めた。

Ａ

 ③ 課題

 ④ 評価

（１）学校経営の充実

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である
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１．具体的施策 ③中学校区単位でのＣＳ導入、地域学校協働本部設置の検討

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という新学習指
導要領の目標を学校と地域が共有し、未来の創り手となるために必要
な資質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて相互
の連携・協働のもとに学校づくりと地域づくりを進めた。

・大沼地区及び大中山地区で、中学校単位のコミュニティ・スクール
を導入した。

・本町地区については、小学校３校、中学校１校と対象校が多いた
め、中学校区でのコミュニティ・スクール導入に至らなかった。
・地域学校協働本部の設置に向け、コーディネーターの配置が求めら
れる。

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】
（１）学校経営の充実

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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２．具体的施策 ②「七飯町家庭学習の手引き」積極的な活用

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・基礎学力の向上と児童生徒の健全育成、社会の変化に対応した教育の
充実等、家庭・地域社会との連携の下、児童生徒が学校生活を営む上で
必要な規律や学習習慣を身に付けるよう、小学校及び中学校への入学時
に「七飯町家庭学習の手引き」を配布した。

・各学校において、家庭学習強調週間を設けるなどの取組みにより、児
童生徒が目標を定め、計画的な学習習慣を身に付けることに役立った。

・パソコン、スマートフォン等の普及に伴い、利用者の低年齢化が進
み、オンラインゲーム、ＬＩＮＥ等のＳＮＳにより家庭学習へ集中でき
ない環境が進みつつある。

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（２）基礎・基本の確実な定
　　　着に向けた指導の充実

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①学習支援員の配置

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・習熟度に応じたきめ細やかな学習指導を行い、全ての児童生徒に基
礎・基本の確実な定着と活用する力の育成に努めるとともに、希望する
小中学校へ学習支援員を配置した。

・１１名の学習支援員を８校に配置し、学習活動中の児童生徒一人一人
の課題に、きめ細やかな対応を行った。

・限られた予算の中で学習支援員を配置しているが、各学校の要望に対
し、希望どおりの確保ができていない。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた



3

15

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（２）基礎・基本の確実な定
　　　着に向けた指導の充実

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ③小学校社会科副読本改訂版の準備

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・新しい学習指導要領に基づいた、小学校社会（第３学年・第４学年）
の地域副読本を七飯町教育研究所へ委託し、作成した。

・教科書や地図帳の併用を前提に、不要な重複を避け資料集タイプとし
て、タブレット端末で活用できる資料として作成した。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（３）道徳教育の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①心の教育の充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・各学校において、道徳教育の全体計画及び年間指導計画に基づき、道
徳の副読本、心のノート等を活用し児童生徒へ適切な指導を行った。

・自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間とし
て他者とよりよく生きるための基盤となる道徳性を養った。

・コロナ禍の影響で臨時休校等により、主要５教科の教科時数を優先
し、道徳の授業時数が減少することがあった。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（４）いじめ対策の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①いじめの未然防止、早期発見

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・いじめは、「どの子どもにも、どの学校でも、起こり得る」という意
識を常に持ち続けるため「七飯町いじめ防止基本方針」のもと、学校と
連携し、いじめの未然防止、早期発見に努めた。
・平成２８年から７月を「いじめ根絶月間」と定め、教育委員会と校長
会の共催で町立学校の児童生徒より「いじめ防止標語」を募集した。

・児童生徒がいじめに対して自主的に考え行動する意識の醸成を図るこ
とに役立った。

・近年、いじめ問題の重大事案の発生はないが、「七飯町いじめ問題対
策連絡協議会」を素早く召集・活用できるような体制づくりを構築して
行かなければならない。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた



3

18

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（５）生徒指導の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①不登校対策、校外生活における安全安心の確保

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・不登校及び不登校の傾向にある児童生徒に対し、教育相談、適応指導、学習
指導を通して、豊かな情操と社会性の育成を図るため、適応指導教室「レイン
ボー」を設置して対応した。
　また、スクールカウンセラーによる児童生徒及び保護者との相談を行った。
・校外生活の安全安心の確保については、「子ども１１０番の家」の活用や
「防犯ブザー」の配付を行った。

・適応指導教室「レインボー」において、児童生徒の意思や希望を尊重
し、自立できるよう指導、援助するとともに心のケアを行った。
　また、保護者への適切な指導、助言及び相談活動を行った。

・新型コロナウイルスの影響で臨時休校が続いたことにより、不登校傾
向にある児童生徒への対応などの課題がある。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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２．具体的施策 ②健康意識の高揚

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・心の教育、性教育、食育、がん教育等の推進を図り、児童生徒の健康
意識の高揚に努めている。

・各小中学校において、各種教育の授業を行った。

 ④ 評価 Ｃ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（６）学校体育と学校保健指
　　　導の充実

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①健康な身体づくりの推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・児童生徒の体力・運動能力の向上のため、生活習慣の改善とあわせ
て、学校体育の充実、生涯スポーツの基礎づくりを進め、健康な身体づ
くりを推進している。
・全国体力・運動能力、運動習慣等調査が新型コロナウイルス感染症予
防対策のため、中止となった。

・新型コロナウイルス感染症対策のため、体育授業や部活動が制限され
たことにより、児童生徒の運動不足が課題となっている。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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２．具体的施策 ②教育支援委員会の充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・心身に障がいのある児童生徒の就学の適性を図るため、教育委員会の
諮問機関として、教育支援委員会を年３回開催した。

・心身に障がいのある児童生徒の特別支援学校若しくは小学校、中学校
の特別支援学級への就学及び教育上必要な支援の内容等を審議し、一人
一人のニーズに応じた就学の場を総合的に判断した。

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（７）特別支援教育の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①特別支援教育支援員の配置

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・障がい等の理由により特別な教育支援が必要な児童生徒に対して、学
校における日常生活の介助や学習支援を行なうため、希望する小中学校
へ特別支援員を配置。

・１０名の特別支援員を６校に配置し、特別な教育支援が必要な児童生
徒の日常生活上の介助や学習支援を行った。

・少子化により児童生徒数は減少しているが、特別な支援を必要とする
児童生徒が増加し、特別支援員の増員が求められている。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（８）環境教育の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①環境教育の充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・各学校において、総合的な学習と関連をもたせ、環境教育の視点を取
り入れた地域学習に取り組んだ。

・環境教育の視点を取り入れた地域学習を展開することにより、自然と
人のかかわりについての認識を深め、一人一人の児童に確かな学力が身
に着いた。

・より多くの体験的活動を通して、地域との交流を増加させる取り組み
が必要である。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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２．具体的施策 ②小中高英語教育連携協議会の支援

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・小中高の英語教育の系統性や連続性、指導方法の一貫性等を図ること
を通して、学力、コミュニケーション能力の向上、地域に貢献する人材
及び国際化時代を生き抜く力のある人材を育成するための、英語担当教
員の指導力向上等を目指し研修会を開催した。

・新学習指導要領に基づき、小学３、４年生の外国語活動（英語活動）
が必修化、５、６年生で外国語（英語）が教科となり、小学校でスムー
ズな授業を開始することができた。

・英語教員等の指導力向上のため、講師による研修会等の取り組みを継
続して行うことが必要である。

 ④ 評価 Ｃ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（９）国際理解教育の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①外国語（英語）講師の配置

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・七飯町立学校において、語学指導等を行う外国青年を配置し、外国語
（英語）授業の補助や英語教材の作成補助、課外活動への協力等を行っ
た。

・１名の外国語講師を採用し、大沼岳陽学校及び大中山中学校におい
て、外国語（英語）授業の補助等を行ない、児童生徒の英語発音や国際
理解教育の向上を図った。

・国外からの外国語講師の採用が、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、困難となっており、昨年度２名体制が、今年度は１名となってい
る。
　来年度に向けて、早急な補充体制を講じる必要がある。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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２．具体的施策 ②安全確保のための地域との連携

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・地域における見守り活動として、「子ども１１０番の家」や不審者情
報ネットワーク等の活用や、コミュニティ・スクールの特性等を活か
し、地域ぐるみでの児童生徒の安全確保に努めた。

・地域における見守り活動により、令和２年度の不審者情報は、０件
で、令和元年度より２件減少した。

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（10）防災・安全対策の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①安全な学校づくりの推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・施設、設備、通学路等の安全点検等、教職員全体で安全な学校づくり
に取り組んだほか、突発的に発生する事件・事故・自然災害等に対処す
るため「危機管理マニュアル」の確認を行った。

・各小中学校毎に通学路の安全点検や避難訓練を実施した。
　また、大沼岳陽学校では、１日防災学校を実施した。

・当町において、インフラ整備の充実や大規模な自然災害等がないこと
から徐々に防災意識が希薄になるため、継続的な取り組みが必要であ
る。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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２．具体的施策 ②地元産食材の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・七飯産の食材をふんだんに活用した「プレミアムななえデー」を毎月
２回設定し、資料等を配布して啓発しているほか、毎日の給食にも積極
的に地元産品を使用した。
　また、これまで給食において使用実績のなかった食材についても、積
極的に生産者との意思疎通を図り、新たな地場産物の食材利用を図って
いる。

・地域の食材や自然、食文化産業等への理解が深まり、食への感謝の心
や愛郷心を育むことができた。
　また、以前は使用していなかった新たな地場産物を、給食に取り入れ
ることができた。

・年間を通して七飯産の食材を給食に使用できるように、関係機関等と
の更なる連携を図り、より幅広い地場産品を取り入れていく必要があ
る。

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（11）食育の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①食育の計画的な推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・栄養教諭と連携した食に関する指導計画を作成し、給食を提供してい
る町内の全小・中学校及び義務教育学校で、栄養教諭の専門性を活かし
給食を生きた教材として活用した授業を実施している。

・児童生徒の食への関心が高まり、給食を食べる意欲に繋がり残食が減
少傾向であるほか、食に対する自己管理能力の高まりが見られた。
　さらに、食育の授業で児童生徒が作成したメニューの給食への採用な
ど実践的な成果のほか、家庭における食生活の改善が図られた。

・児童生徒が食育の授業や給食で学んだ知識を食習慣として定着させて
いくために、家庭との更なる連携が必要である。

担当課：学校給食センター

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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１．具体的施策 ④北海道ＨＡＣＣＰの認証取得

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・平成３０年１１月より、北海道HACCP自主衛生管理認証制度の認証取得
に向け準備作業を開始し、登録評価機関による実地評価等を経て、令和
３年３月１９日に認証取得。

・北海道HACCP自主衛生管理認証制度『大量調理施設部門』で、評価基準
の最高段階である８段階の認証を取得することができた。

・HACCPの認証取得は給食の安全を確保するための手段の一つであり、こ
れからも安心・安全なおいしい給食を提供するため、日々の努力を怠る
ことなく、３年後の更新時に再び評価基準最高段階の取得を目標とす
る。

 ④ 評価 Ｃ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（11）食育の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ③学校給食会計の安定化、公会計への移行

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・督促状及び催告状の送付に加えて平成３０年度から訪問徴収、令和元
年度からは更に電話督促を実施した。
　また、主食や牛乳を含む食材の高騰から、平成３１年４月より給食費
の値上げを行っている。
・公会計の移行については、問題点など具体的な方法を検討中。

・収納率は、近年横ばいから上昇傾向にあり、令和２年度は前年度と比
較して1.07パーセント上昇した。

・更なる収納率の向上のため、今後とも継続した努力が必要である。
・公会計化への移行については、引き続き検討する。

担当課：学校給食センター

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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２．具体的施策 ②学校備品の整備・充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・教材備品、情報機器の整備や庁用備品の整備を計画的に整備、購入し
た。

・ＧＩＧＡスクール構想や新型コロナウイルス感染症対策の補助金等を
活用し、児童生徒１人１台の端末整備や学びの保障に関する教材備品を
購入できた。

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（12）教育環境の整備  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①教育施設の整備・充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・各施設における不具合等に対し、修繕や改修等適宜対応するととも
に、施設の長寿命化計画を策定し、長期的な計画に基づき対処した。

・各施設における不具合等に対し、修繕等迅速に対応した。

・施設の老朽化等に伴い、整備・改修等にかかる経費が増加しており、
長期的計画の進行管理による施設維持が必要である。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた



3

27

２．具体的施策 ④就学援助費の見直し

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｃ

・準要保護世帯の認定基準を近隣市町に合わせ、令和４年度から現在の
世帯所得から世帯収入へ変更するため、生活実態に見合った適切な収入
を把握する。

・準要保護認定世帯を世帯収入により算定した場合のシミュレーション
を行った。

・認定基準の見直しにより、認定解除となる世帯への迅速な周知時期等
を検討しなければならない。

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（12）教育環境の整備  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ③奨学金の利用促進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・七飯町育英基金については、年１回３月に申請を受け付けており、そ
の際には町広報誌やホームページで周知し、制度の利用促進を図った。

・年間３件（金額７２万円）の利用があり、他の制度の利用も考慮する
と概ね活用されている。また、コロナ禍で経済状況が悪化した生徒への
対応として年度途中での受付も可能にした。

・近隣自治体の事例を踏まえ、奨学金の減免措置など制度の見直しも必
要である。

担当課： 学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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２．具体的施策 ⑥大沼岳陽学校の開校

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・大沼小学校、軍川小学校、東大沼小学校、大沼中学校の４校を統合
し、大沼岳陽学校を設置した。

・道南初の義務教育学校として、９年間の系統的・連続的教育活動を展
開するとともに、小規模校の良さを生かした「丁寧な指導」と「地域と
共にある学校」を実現した。

・地域、保護者、教職員、教育委員会の連携を強化し、校訓「世界に輝
け」を見据えた、児童生徒の人材育成を目指して行かなければならな
い。

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（12）教育環境の整備  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ⑤校長・教頭住宅のあり方

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・町内小中学校等の隣接地または校区内に校長、教頭が居住する住宅
（直営、民間借上）を整備しているが、今後は、学校経営に支障のない
限り地域事情や交通事情を考慮し、自宅等からの通勤を検討する。

・現在は、校長、教頭が校区内に居住することにより、地域とともにあ
る学校づくりを推進できているが、今後の教育委員会の考え方を校長
会・教頭会へ情報提供し理解を得られた。

・情報伝達や交通の便が良くなり、校区内に居住しなくても、地域との
連携を維持できるため、老朽化した教員住宅の廃止など管理費の削減に
向けた取り組みが必要である。
・地域の保護者等への理解を得るための取組を推進しなければならな
い。

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｄ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（12）教育環境の整備  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ⑦学校事務職員のセンター化

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・学校事務職員の連携体制を構築し、事務作業の効率化の推進、また孤
立化を防ぐことを目指し、学校事務職員との協議を進める予定であった
が、新型コロナウイルス感染症対策による休校等により、具体的な協議
が進まなかった。

・事務職員のセンター化によるメリットやデメリット、共同で行う作業
内容の把握に、時間を要する。

29

２．具体的施策 ⑧小中学校図書室の地域への開放

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｄ

・地域と共にある学校を目指し、町立学校の図書室を地域へ開放するた
め、学校及び地域と検討を行う予定であったが、新型コロナウイルス感
染症対策のため、学校や地域との検討ができなかった。

・学校を解放した場合の児童生徒の安全対策や図書貸出に伴うシステム
や人材確保等の整理が必要である。
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担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（12）教育環境の整備  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ⑨学校用務員の民営委託化

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・民間の専門的技術やその蓄積を活用し、より良い教育環境改善のた
め、これまで町直営で行っていた学校環境整備業務の民営委託化を実施
した。（藤城、峠下小学校を除く）

・民間の専門的技術等により、より良い教育環境改善が実施できた。

・町立学校の完全民営化に向け、残る２校（藤城、峠下小学校）につい
ても調整を行い、一体的な管理運営を実現する必要がある。

30
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２．具体的施策 ②社会教育施設の計画的・効率的な整備と集約化

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｃ

・文化センター・歴史館などの各社会教育施設のインターネット環境の
整備として、フリーＷｉ-Ｆｉを設置
・図書館建設事業の実施の検討に伴う七飯町立地適正化計画の策定、第
５次七飯町総合計画の後期計画の見直し
・各施設の維持管理にかかる修繕

・インターネット環境の充実
・各施設の故障個所や不具合の改善

・今後、図書館建設事業を進める際の職員体制（専門職の配置）
・老朽化が進む各施設の効率的な改修計画の策定
・会館使用料の見直し

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（1）生涯学習の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①生涯学習機能の充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・女性団体や読み聞かせサークルをはじめとする、町内社会教育団体へ
の支援
・子どもチャレンジ講座、子ども読書推進講座の開催
・公民館講座（後期のみ）（詳細：Ｐ３９ 資料１－２）
・地域セミナーの開催（詳細：Ｐ４０ 資料２）

・コロナ禍ではあったが、参加人数を半分にするなど感染対策を十分に
行い、実施できた事業もあった。
・子どもチャレンジ講座や子ども読書推進講座などの親子を対象とし
た、物づくりイベントを開催することで親子の絆を深めた。
・各種講座を開催することで、教養の向上、健康増進を図ることができ
た。

・各団体ともに高齢化が進んでいる。
・各種講座等に対する新たなニーズの把握と指導者の発掘。

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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１．具体的施策 ④大沼老人大学の40周年記念事業と閉学

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・開講４０周年記念式典の実施
　【実施日】令和２年１１月４日　　【場所】大沼婦人会館
　【参加人数】２１名（うち老大生１５名、来賓３名、主催３名）
・令和２年度をもって閉学。令和３年度からは、老大合唱クラブが公民
館講座として実施され、一部活動が継続される。

・閉学は残念ではあるが、コロナ禍のなかでも最後の年に、４０周年記
念式典を実施することができ、老大生たちにも満足してもらえた。

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（1）生涯学習の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ③老人大学の講座内容等の検討

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・七飯、大沼、大中山の３地区で老人大学を開設
・開設期間は、コロナ禍により遅れたが６月～翌年２月の９ヶ月間
・コロナにより、三老大合同講座などの密になる講座、研修旅行や新年
祝賀会などの飲食により感染が心配される事業は中止とした。

・コロナ禍で外出や様々な活動が制約を受けていたなかでも、老人大学
に参加できたことにより、老大生のストレス発散と健康増進に寄与する
とともに、楽しい生涯学習の場を提供することができた。

・常に多様化するニーズに合わせ、提供する講座内容をどうするかが課
題である。

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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１．具体的施策 ②青少年育成事業の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｃ

・コロナ禍の影響により、子ども会はすべての行事が中止、ＰＴＡ連合
会についても研究大会以外の行事はすべて中止。
・宿泊研修や文化体験事業などもコロナの影響により中止。
・講演会は、新型コロナ感染症対策を行い実施した。

・コロナ禍でも、実施が可能な内容へと変えることが出来るのか、今後
も実施方法などについて検討が必要である。

 ④ 評価 Ｄ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（2）青少年の健全育成  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①心身ともにたくましい青少年育成

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

　新型コロナ感染症対策により、各青少年育成事業は中止となった。
　・ミニバレーボール大会、かるた大会 → 中止（感染リスクのため）
　・七飯音頭（盆踊り・太鼓）講習会　→　中止（お祭り中止に伴い）
　・ななえ吹奏楽祭　→　中止（感染リスクのため）

・コロナ禍でも、実施が可能な内容へと変えることが出来るのか、今後
も実施方法などについて検討が必要である。

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（3）家庭と地域の教育力の向上  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①家庭・地域・学校の連携強化

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・ファミリー絵画展の実施（出展依頼時期に緊急事態宣言が発出され、
学校の臨時休校も重なり、作品出展数や開催も危ぶまれたが、開催する
ことが出来た。）
・家庭、地域、学校が連携・協働する「地域学校協働本部」を設置

・コロナ禍で自粛疲れのなかでも、ファミリー絵画展を開催することに
より、児童生徒をはじめ保護者の方々にも和んでもらうことができた。
・「地域学校協働本部」の設置に伴い、今後、地域学校協働活動推進員
の委嘱、コミュニティスクールとの連携にも期待が持たれる。

・今後は、コミュニティスクールと連携し、どのような学校協働活動に
していくか整理していく必要がある。

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた



4

※新型コロナウィルス感染症対策の影響により評価不能
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 ④ 評価 Ｄ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（4）芸術・文化の振興  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①各種芸術文化団体等への創作活動の奨励

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

　新型コロナ感染症対策により、各芸術文化活動は中止。
　・町民文化祭（各地区文化祭）　→　中止（感染リスクのため）
　・パイオニアフェスティバル　→　中止（感染リスクのため）
　・七飯町文化協会主催による舞台公演　→　中止（感染リスクのた
め）

・町民文化祭の実施については、コロナの感染状況などに応じ、開催が
可能な実施方法の検討が必要である。

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた



4
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２．具体的施策 ②歴史館の活用

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・歴史、民俗、自然などをテーマとした企画展や歴史館で保管している
収蔵物を使った収蔵展などの開催　（詳細：Ｐ４１ 資料３ー２）
・夜の博物館は、コロナ禍の影響により前期・後期ともに中止
・学習サービス室の配架の改善ならびに図書紹介の拡充
・歴史館屋外見本園で育成しているリンゴやブドウを活用した、ジャム
の製造・販売

・身近なテーマを用いて、来館者に歴史や文化財に興味を持ってもらえ
た。
・新刊本をはじめ蔵書を手に取り、読書する来館者が増えた。
・ジャムを製造・販売することで、七飯町の農業史を広く周知できた。

・夜の博物館については、コロナ禍でも、実施が可能な内容へと変える
ことが出来るのか、実施方法等についての検討が必要である。

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（5）文化財の保護・管理の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①文化財の保存整備と積極的な活用

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・町内の文化財、史跡における草刈りなど環境整備の実施
・ジュニア探検クラブの開催（８回開催）※コロナ禍により４回中止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細：Ｐ４１ 資料３－１）
・歴史館だより「ピチャリ」の発行（毎月発行）
・歴史館の収蔵物を活用した「収蔵展」の開催（２回開催）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細：Ｐ４１ 資料３－２）

・コロナ禍ではあったが、ジュニア探検クラブを実施することができ、
子どもたちの探究心を育てることが出来た。
・町内の文化財や史跡を説明した「ピチャリ」の発行により、町民への
周知と啓発を図ることが出来た。

・ジュニア探検クラブ開催にあっては、感染対策を十分にとって実施し
たが、場面により密状態に近い状況もあった。今後は、募集人員の見直
しも必要。

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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※新型コロナウィルス感染症対策の影響により評価不能
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２．具体的施策 ②スポーツ合宿誘致の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・陸上合宿は、別紙資料のとおり７チームが実施した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細：Ｐ４２ 資料４-２）
・サッカー合宿は、川崎フロンターレがＪリーグ日程の都合により実施
できなかった。

・自然環境の評価は高く、新型コロナウイルス感染症の影響が心配され
る中、例年並みのチーム数が合宿を実施した。

・「合宿受入れ可能な宿泊施設の確保」及び「練習場所の確保」

 ④ 評価 Ｄ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（6）生涯スポーツの推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①子どもたちへの運動の習慣化の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・子ども対象の各種教室は、コロナ禍により開催できなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細：Ｐ４２ 資料４-１）

・スポーツ事業の特性上、密になる状況が発生しやすく、プレー中のマ
スクの着用も難しい。また、子供が感染した場合、感染拡大の規模が大
きくなり、コロナ禍の状況において子供向けの事業の実施は慎重になら
ざる負えない。

担当課：スポーツ振興課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた



4

※新型コロナウィルス感染症対策の影響により評価不能

38

 ④ 評価 Ｄ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（6）生涯スポーツの推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ③スポーツへの興味関心の高揚

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・スポーツイベントは、コロナ禍により開催できなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細：Ｐ４３ 資料５）

・スポーツ事業の特性上、密になる状況が発生しやすく、プレー中のマ
スクの着用も難しいことから、コロナ禍の状況でスポーツ事業を実施す
るのは難しい。

担当課：スポーツ振興課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

舞踊講座 西坂　由美子
10 20 0 0%

水彩画＆日本画講座 長川　利幸
10 10 0 0%

洋裁講座 近藤　洋子
10 10 0 0%

書道講座 澤田　宵竹
10 15 0 0%

ローラーピラティス講座 佐竹　直子
10 20 0 0%

ルーシーダットン講座 佐竹　直子 10 35 0 0%

フラワーアレンジメント講座 松本　優子
10 15 0 0%

創作紙粘土講座 林　良子
10 15 0 0%

気功講座 沢谷　進 10 30 0 0%

書道講座 澤田　宵竹
10 20 0 0%

貯筋体操講座 二階堂 久美子
10 15 0 0%

生き生き健康舞踊講座 庭田　紀江子
10 20 0 0%

生け花講座 宮永　華子 10 15 0 0%

花あそび講座 後藤　智子
10 15 0 0%

ディスコダンス講座 鈴木　芳枝 10 30 0 0%

150 285 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

舞踊講座 西坂　由美子
10 10 8 8 8 7 8 6 6 5 6 6 6 66 83%

水彩画＆日本画講座 長川　利幸
10 10 8 7 7 7 7 8 7 4 7 7 8 69 86%

洋裁講座 近藤　洋子
10 10 6 6 6 5 5 6 6 6 6 5 6 57 95%

ローラーピラティス講座 佐竹　直子
10 10 9 8 8 5 6 7 5 7 8 8 10 72 80%

ルーシーダットン講座 佐竹　直子
10 15 15 8 9 10 13 11 8 10 7 10 10 96 64%

書道講座 澤田　宵竹 10 10 10 9 9 10 9 8 10 8 10 8 9 90 90%

フラワーアレンジメント講座 松本　優子
10 15 12 11 10 9 10 10 10 9 9 10 9 97 81%

創作紙粘土講座 林　良子
10 10 5 5 4 3 3 4 4 4 3 4 4 38 76%

気功講座 沢谷　進 10 15 12 11 8 10 9 9 10 10 10 10 10 97 81%

書道講座 澤田　宵竹
10 10 5 5 4 2 3 4 4 4 4 4 4 38 76%

貯筋体操講座 二階堂 久美子
10 10 8 8 7 6 6 6 7 5 4 5 5 59 74%

生き生き健康舞踊講座 庭田　紀江子
10 10 8 8 8 8 8 8 8 8 8 6 7 77 96%

生け花講座 宮永　華子 10 10 5 5 5 4 4 3 4 5 3 3 4 40 80%

花あそび講座 後藤　智子
10 10 7 7 7 6 6 7 6 7 7 7 6 66 94%

ディスコダンス講座 鈴木　芳枝 10 20 18 17 15 15 15 15 11 13 13 15 13 142 79%

150 175 136 123 115 107 112 112 106 105 105 108 111 1,104 81%

１期・２期計 300 460 136 123 115 107 112 112 106 105 105 108 111 1,104 81%

39

２．令和２年度公民館講座実施報告＜第2期＞

資料１
１．令和２年度公民館講座実施報告＜第1期＞

会場 講座名 講師名 実施回数 定員
講座受
講決定
人数

講座実施回数及び受講者人数
参加率

文
化
セ
ン
タ
ー

大中山
コモン

大沼
婦人会館

峠下
公民館

大沼多目的
会館

大沼多目的
会館

講座実施回数及び受講者人数
参加率

文
化
セ
ン
タ
ー

大中山
コモン

大沼
婦人会館

峠下
公民館

会場 講座名 講師名 実施回数 定員
講座受
講決定
人数

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
開催中止



令和２年度　地域セミナー開催状況

実施日➀ 講座名/講師名 出席者数 実施日➁ 講座名/講師名 出席者数 実施日➂ 講座名/講師名 出席者数

1 松 の 木 町 内 会 川上　利一 0 0

2 大沼公園親和会 三箇　俊昭 0 0

3 大川美園町内会 岡　光行 0 0

4 西部鳴川町内会 久米田　敏邦 0 0

5 緑 町 町 内 会 首藤　義美 0 0

6 東 大 川 町 内 会 井利　　博 7/20 懐メロと脳の活性化／山下勝次 中止 7/21 歌唱指導／橋野定雄 中止 7/26 メレ・フラとカーヘア／井利博 中止 3 0

7 鳴川中央町内会 笹谷　和彦 0 0

8 にんにく沢町内会 澤田　孝平 0 0

9 大川十字街町内会 岡本　幹男 0 0

10 本町下通り町内会 杉本　秀則 9/26 紙ひも小箱作り／小倉幸子 中止 1 0

11 吉 野 山 町 内 会 小泉　長一郎 12/3 血圧測定／保健師 中止 2/13 栄養士さんのお話／栄養士 中止 3/11 お料理、血圧測定/保健師 中止 3 0

12 大中山中央町内会 寺田　俊夫 0 0

13 鶴 野 町 内 会 小田切　清志 0 0

14 中 野 町 内 会 佐々木　岩男 0 0

15 光陽団地町内会 金山　隆一 0 0

16 松 並 町 内 会 野呂　功 0 0

17 七飯町中央親交会 勢田　康子 0 0

18 峠下連合町内会 松田　勇一 6/15 切り絵/梅﨑 誠 11 6/22 切り絵/梅﨑 誠 7 2 18

19 本町駅前町内会 堀田　市雄 0 0

20 青 葉 台 町 内 会 笠井　ノブ 0 0

21 南 藤 城 町 内 会 佐藤　清美 10/7 健康体操／安保道子 13 10/14 健康体操／安保道子 9 10/21 健康体操／安保道子 9 3 31

22 軍川親交連合会 池田　泰久 9/15 ﾌﾟﾘｻﾞｰﾄﾞﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞ／佐々木美由紀 中止 10/15 スクラッチアート／青山美紀子 中止 11/15 木工／永井將人 中止 3 0

23 見 晴 町 内 会 工藤　繁勝 0 0

15 49

4
0

合　　計

資料２

町　内　会　名 会　長　名
実施日・人数

回数 人数



１．ジュニア探検クラブ開催状況

番号 実施日 開催有無

1 ４月２５日（土） 中止

2 ５月２３日（土） 中止

3 ６月２０日（土） 開催

4 ７月１８日（土） 開催

5 ８月２９日（土） 開催

6 ９月２６日（土） 開催

7 １０月２４日（土） 開催

8 １１月２８日（土） 中止

9 １２月２６日（土） 開催

10 １月３０日（土） 中止

11 ２月２７日（土） 開催

12 ３月２０日（土） 開催

２．企画展等の実施状況

番号 開催期間

1
 ４月１０日（金）
　　～６月２１日（日）

2
 ８月１日（土）
　　～９月２２日（火）

3
 １１月２０日（金）
　 ～１２月２７日
（日）

4
 ２月１７日（水）
　　～３月２８日（日）
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企画展「色の美、墨の術」 ２４８人 ３８日間

収蔵展「回展－まわす道具、まわる道具－」 ３６０人 ４０日間

収蔵展「新収蔵資料展2017～2020」 ４２２人 ５４日間

テーマ展「小さなものたちの世界」 ７２４人 ５３日間

大沼で遊ぶ！ １４名

事業内容 来客数 備考

大工道具を使いこなせ！ －

そば打ち・もちつき １１名

昼飯つくりに挑戦！ －

ワカサギ釣りに挑戦！ １３名

閉講式 ８名

１３名

昔のおやつ １１名

資料３

内　容 参加数 備考

開講式 －

ぼくらの菜園作り －

縄文人に挑戦！ １４名

登山に挑戦！ １３名

秋を楽しむ



１．令和２年度各種教室（子ども対象）
番号 期　　間 会　　場

1 ー 東大沼多目的グラウンド

2 ー 町民プール

3 ー スポーツセンター

4 ー 函館七飯スノーパーク他

２．令和２年度スポーツ合宿
番号 競技名 チーム名 期　　間 宿泊施設

1
陸上

（女子）
ユニバーサルエンターテイメ
ントアスリートクラブ

7月1日(月)～7月10日(金) 函館大沼プリンスホテル

2
陸上

（女子）
デンソー女子陸上長距離部 8月3日(土)～8月15日(土) ステーションホテル旭屋

4
陸上

（女子）
ノーリツ女子陸上競技部 8月18日(火)～8月31日(月) 函館大沼プリンスホテル

5
陸上

（女子）
積水化学女子陸上競技部 8月23日(日)～8月29日(土) ステーションホテル旭屋

8月24日(月)～9月29日(土) 函館大沼プリンスホテル

8月30日(日)～9月4日(金) ステーションホテル旭屋

7
陸上

（男子）
横浜ＤeＮＡランニングクラブ 10月2日(金)～10月16日(金) 函館大沼プリンスホテル

小学生スキー教室 中止

資料４

4
2

事　業　名 参加人数 備　考

ちびっこ（親子）サッカー教室 中止

小学生水泳教室・検定会 中止

小学生ミニバレーボール教室 中止

参加人数
過去合宿
実績

選　手 １３名
スタッフ ５名

１回
(R1)

選　手 　６名
スタッフ ７名

７回
(H23～H28,R1)

選　手　 ３名
スタッフ ３名

１１回
(H21～R1)

選　手　１１名
スタッフ ５名

新規8月13日(木)～8月28日(金) 函館大沼プリンスホテル

選　手　 ４名
スタッフ ３名

５回
(H26～H29,R1)

選　手 １１名
スタッフ ４名

６回
(H15,H17～
H20,R1)

選　手 １３名
スタッフ ５名

３回
(H29～R1)

6
陸上

（男子）
ＧＭＯアスリーツ

3
陸上

（女子）
エディオン女子陸上競技部



１．令和２年度各種スポーツイベント

番号 期　　間 会　　場

1 ー 大沼公園

2 ー 東大沼多目的グラウンド

3 ー 東大沼多目的グラウンド

4 ー 本町多目的グラウンド他

5 ー スポーツセンター

資料５

4
3

事　業　名 参加人数 備　考

大沼湖畔駅伝競走大会 中止

トルナーレガールズチャレンジカップ 中止

トルナーレチャレンジカップ（Ｕ１２） 中止

少年少女フットサル大会 中止

町民スポーツ大会（１５種目） 中止



　１．点検及び評価の項目

№ 基本施策 重点施策 具体的施策 評価 担当課

①総合教育会議との連携 Ｂ 学校教育課

②教育委員会議の充実・公開・情報発信 Ｂ 学校教育課

2 幼児教育の充実
家庭、幼児教育施設、小学校、
地域、関係機関との連携推進

①連携状況の推進 Ａ 学校教育課

①七飯教育研究所等との連携による教職員の資質向上 Ａ 学校教育課

②働き方改革の推進（タイムカードの導入、留守番電話対応） Ａ 学校教育課

③中学校区単位でのＣＳ導入、地域学校協働本部設置の検討 Ｂ 学校教育課

①学習支援員の配置 Ｂ 学校教育課

②「七飯町家庭学習の手引き」積極的な活用 Ｂ 学校教育課

③小学校社会科副読本改訂版の準備 Ａ 学校教育課

（３）道徳教育の充実 ①心の教育の充実 Ｂ 学校教育課

（４）いじめ対策の充実 ①いじめの未然防止、早期発見 Ｂ 学校教育課

（５）生徒指導の充実 ①不登校対策、校外生活における安全安心の確保 Ｂ 学校教育課

①健康な身体づくりの推進 Ｃ 学校教育課

②健康意識の高揚 Ａ 学校教育課

①特別支援教育支援員の配置 Ｂ 学校教育課

②教育支援委員会の充実 Ａ 学校教育課

（８）環境教育の充実 ①環境教育の充実 Ｂ 学校教育課

①外国語（英語）講師の配置 Ｃ 学校教育課

②小中高英語教育連携協議会の支援 Ｂ 学校教育課

①安全な学校づくりの推進 Ｂ 学校教育課

②安全確保のための地域との連携 Ａ 学校教育課

①食育の計画的な推進 Ａ 学校給食センター

②地元産食材の推進 Ａ 学校給食センター

③学校給食会計の安定化、公会計への移行 Ｃ 学校給食センター

④北海道ＨＡＣＣＰの認証取得 Ａ 学校給食センター

①教育施設の整備・充実 Ｂ 学校教育課

②学校備品の整備・充実 Ａ 学校教育課

③奨学金の利用促進 Ｂ 学校教育課

④就学援助費の見直し Ｃ 学校教育課

⑤校長・教頭住宅のあり方 Ｂ 学校教育課

⑥大沼岳陽学校の開校 Ａ 学校教育課

⑦学校事務職員のセンター化 Ｄ 学校教育課

⑧小中学校図書室の地域への開放 Ｄ 学校教育課

⑨学校用務員の民営委託化 Ｂ 学校教育課

①生涯学習機能の充実 Ｂ 生涯教育課

②社会教育施設の計画的・効率的な整備と集約化 Ｃ 生涯教育課

③老人大学の講座内容等の検討 Ｂ 生涯教育課

④大沼老人大学の40周年記念事業と閉学 Ａ 生涯教育課

①心身ともにたくましい青少年育成 Ｄ 生涯教育課

②青少年育成事業の推進 Ｃ 生涯教育課

（3）家庭と地域の教育力の向上 ①家庭・地域・学校の連携強化 Ａ 生涯教育課

（4）芸術・文化の振興 ①各種芸術文化団体等への創作活動の奨励 Ｄ 生涯教育課

①文化財の保存整備と積極的な活用 Ｂ 生涯教育課

②歴史館の活用 Ｂ 生涯教育課

①子どもたちへの運動の習慣化の推進 Ｄ スポーツ振興課

②スポーツ合宿誘致の推進 Ｂ スポーツ振興課

③スポーツへの興味関心の高揚 Ｄ スポーツ振興課

学校教育の充実

（12）教育環境の整備

（１）学校経営の充実

（1）生涯学習の推進

（2）青少年の健全育成

Ⅴ　施策の点検及び評価

9

総合教育会議との連携、地域に
根ざし開かれた教育委員会

（２）基礎・基本の確実な定
　　　着に向けた指導の充実

1
開かれた教育行
政の推進

（6）生涯スポーツの推進

4 生涯学習の推進

（5）文化財の保護・管理の推進

（６）学校体育と学校保健指
　　　導の充実

（７）特別支援教育の充実

（９）国際理解教育の充実

（10）防災・安全対策の充実

（11）食育の推進

3



 

44 

 

Ⅵ 点検評価有識者会議の意見  

１．点検評価有識者会議委員 

  委員は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項及び七飯町教育

委員会点検評価有識者会議設置要綱の規定により、２名の委員で構成しています。 

  任期は、令和３年８月２４日から令和４年３月３１日までとなっています。 

氏 名 経 歴 等 

鈴 木  清 二 元七飯町教育委員長、元大中山中学校校長 

服 部    満 元七飯町社会教育委員長、元藤城小学校校長 

 

２．点検評価有識者会議の開催状況 

開催状況は、次のとおりです。 

開催区分 案 件 

8月 24日(火) 

令和 3年 

第１回 

議案 

 第 1 号 令和 2 年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び

評価に関する報告書について 

 

9月 10日(金) 

令和 3年 

第 2回 

議案 

 第 1 号 令和 2 年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び

評価に関する報告書の有職者会議意見について 

 

 

３．点検評価有識者会議の意見 

  教育委員会が行った点検評価の取り組みは、住民への説明責任を果たすことや開か

れた教育行政を推進するためにも、たいへん意義があり評価できます。 

  点検評価の対象とした令和２年度教育行政方針に掲げる主要施策の取り組みにつ

いては、新型コロナウィルスの感染拡大により、全国的に学校では休校措置等、公共

施設では休館など非常に厳しい状況下となり、たいへん運営に苦慮されたことと思い

ます。 

  点検評価有識者会議では、これらの状況を踏まえ、点検評価内容の聞取りを実施し、

問題点や今後のあり方、また、望むべきことについて気付いた点を４つの基本施策事

項ごとに申し述べます。 
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１．開かれた教育行政の推進について 

・ 総合教育会議は、町長部局との情報共有が図られており、課題解決に向けた貴

重な機会となっていることから、今後も充実した会議になるよう期待したい。 

・ 教育委員会議は、公開されているが、会議録の情報発信については、公開され

ておらず、開かれた教育育員会を推進するため、早期に情報発信されることを望

む。なお、情報発信の際は個人情報に十分留意し公開して頂きたい。 

 

２．幼児教育の充実について 

・ 幼児教育施設と小学校教職員との連携状況は、良好であり評価できるが、町長

部局や地域、関係機関との連携をさらに強化することを望む。 

 

３．学校教育の充実について 

 （１）学校経営の充実 

・ 教職員の資質向上や教職員の働き方改革の推進については、概ね実施されてお

り評価できる。特に全学校でタイムカードを導入したことや大沼・大中山地区の

中学校区単位でのコミュニティ・スクールを導入したことは評価できる。 

（２）基礎・基本の確実な定着に向けた指導の充実 

・ 学習支援員の配置や「七飯町家庭学習の手引き」の積極的な活用、小学校社会

科副読本の改訂版発刊に向けた取り組みは、概ね実施されている。 

  学校現場では、学習支援員の増員を求める声もあることから、検討して頂きた

い。 

（３）道徳教育、いじめ対策、生徒指導の充実 

・ 道徳教育は、命を大切にする心や社会・生活との関わりを大切にした「心の教

育」を育むために非常に重要であると考えることから、地域との関わりを充実さ

せ豊かな人間形成ができるように「生きる力」の育成を推進して頂きたい。 

・ いじめは、いつ、どこで、だれに起こるかわからない。いつでもいじめに関す

る協議会が開設できるように体制を準備されることを望む。 

・ 不登校児童生徒は、社会の変化などの影響により対象人員が増加している。 

七飯町適応指導教室「レインボー」への通級人数も増加傾向にあることから、

スクールカウンセラーやスクールロイヤーなどの専門機関と連携し、問題解決の

早期対応を望む。また、校外生活における安全安心の確保に向け、「子ども１１０

番」の拡充など地域と学校との連携を強化して頂きたい。 

 

 



 

46 

 

（４）国際理解教育の充実 

・ 外国語（英語）講師の配置が新型コロナ感染症により前年度と比較して、１名

減員となっているので、早期な補充を望む。 

（５）食育の推進 

・ 食育の計画的な推進は、栄養教諭が給食と学校をつなぐ役割を果たし、一体化

しており評価できる。地元産食材の活用推進や北海道ＨＡＣＣＰの認証取得も計

画通り進んでおり良好である。 

（６）教育環境の整備 

・ 学校備品の整備・充実について、国は新型コロナ感染症対策として、学校のＩ

ＣＴ化の計画を従来の４年から１年に前倒し、児童生徒に一人一台の端末機の整

備を求めたが、全国的に品不足が報じられ、年度内に配備ができない自治体も見

受けられた中、当町においては、年度内に整備することができたことは評価でき

る。新型コロナウィルス感染症の収束が見えないことから、今後の学校教育にお

いては、授業等のＩＣＴ化が急速に進むことが考えられるので、教職員の研修を

強化し、ＩＣＴ環境の確実な定着を望む。 

・ 校長・教頭住宅のあり方については、地域や保護者の理解が得られるよう説明

を尽くすこと。 

・ 大沼岳陽学校の開校については、地域や児童生徒からも大沼岳陽学校の卒業生 

でよかったと言ってもらえるような学校を運営して頂きたい。 

・ 学校事務職員のセンター化は、成功している先進地事例などを分析し、その目

的を地域や学校また、事務職に理解していただきながら、進めて頂きたい。 

・ 学校用務員の民営委託化は、一定の成果ができたことで評価できる。 

なお、残った２小学校についても早期に民営委託化を進めて頂きたい。 

 

４．生涯学習の推進について 

 （１）生涯学習機能の充実 

・ コロナ禍の中、感染対策を行いながら、各サークル、各種講座の開催や町内社

会教育団体への支援などを実施されたことは高く評価できる。 

新型コロナウィルス感染症の収束が見通せず、各種のイベントの縮小、中止に

より、各会館への利用者数等が減少したことはやむを得ないことである。 

今後も感染症対策を十分に講じながら、引き続き事業を継続して頂きたい。 

・ 老人大学については、高齢化率の上昇にもかかわらず、参加者は減少している。

以前は、６０歳定年で、若い老大生が在籍していたが、社会的構造の変化が影響

し、６５歳以上でなければ自由時間が取れない状況となっていることが老人大学
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生の減少のひとつの要因と推測される。このことは町内会も同様の現象が生じて

いることで、いかにして解決していくのかたいへん難しい問題である。 

・ 大沼老人大学の閉学は、時代の流れとはいうもののたいへん寂しいものである。  

閉学により、各種のサークル活動に影響が出ないよう配慮願いたい。 

（２）青少年の健全育成 

・ 心身ともにたくましい青少年の育成事業については、新型コロナウィルス感染

症対策のため、例年行っている事業はすべて中止となったが、今後は、感染症対

策を行いながら、出来る限り事業を実施できないか検討を願う。 

（３）家庭と地域の教育力の向上 

・ 家庭・地域・学校の連携強化については、コロナ禍であっても、感染症対策を

行いながら、ファミリー絵画展を実施されたことは評価したい。 

  今後は、家庭、地域、学校が連携・協働する「地域学校協働本部」を設置する

ことを検討しており、設置した場合の効果を大いに期待する。 

（４）芸術・文化の振興 

・ 新型コロナ感染症対策により、町民文化祭、パイオニアフェスティバルなどの

主要な芸術文化活動は中止となったが、ジュニア探検クラブや歴史館で保管され

ている収蔵物による収蔵展などは、規模縮小など工夫を凝らしながら実施された

ことは評価したい。今後は、コロナ禍であっても、きめ細かな情報発信に努め、

歴史への関心を高める手立てを引き続き講じられたい。 

（５）生涯スポーツの推進 

・ 残念ながらスポーツイベントは、新型コロナウィルス感染症対策により、やむ

を得ず開催することができなかったが、実業団のスポーツ合宿では、７チームを

誘致できたことは評価できる。 

・ コロナ禍のなか、不要不急の外出の自粛で町民の健康管理と子どもたちのスポ

ーツ離れが心配される。 

  今後もコロナ禍が続くと思われるので、工夫を凝らしたスポーツ振興策を期待

する。 

 

 

 

 

 


